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ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス で 豊 か に 生 き る

な
し
の
ま
ま
2

時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ

ま
し
た
。
リ
ウ

マ
チ
因
子
と
な

る
物
質
を
減
ら

し
た
り
、
癌
細

胞
を
破
壊
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞

を
増
や
し
た
り
、
薬
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
、
健
康
促
進
に
及
ぼ
す
笑
い
の
力
に
び
っ

く
り
！
「
笑
う
こ
と
」
は
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
、
ひ
と
り
で
も
仲
間
と
一
緒
で
も
、

お
金
も
か
か
ら
ず
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
健

康
法
。「
1
日
に
1
0
0
回
ぐ
ら
い
笑
う
と

健
康
に
良
い
」
と
い
う
松
井
氏
の
説
に
な

ら
い
、こ
れ
か
ら
私
も
、も
っ
と
も
っ
と
笑
っ

て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
講
座

世
界
が
見
え
る
！ 

考
え
方
が
変

わ
る
！ 

誰
で
も
実
践
で
き
る
！

〜
男
女
共
同
参
画
を
知
ろ
う

　

10
月
12
日
と
10
月
28
日
の
2
回
連
続
講

座
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
て

　

10
月
12
日
の
講
師
は
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
名
誉
教
授
の
袖
井
孝
子
さ
ん
で
す
。

戦
後
か
ら
現
代
ま
で
、
日
本
の
社
会
と
家

族
の
変
遷
に
つ
い
て
そ
の
時
々
の
出
来
事

や
人
々
の
意
識
の
変
化
な
ど
を
交
え
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
リ
ス

ト
ラ
や
倒
産
、
離
婚
、
災
害
な
ど
、
誰
も

が
弱
者
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
こ
の
時
代

に
お
い
て
目
指
す
べ
き
社
会
は
、
弱
者
を

見
捨
て
な
い
社
会
、
S
O
S
が
発
信
で
き

受
け
止
め
ら
れ
る
社
会
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
一
人
ひ
と
り
が
弱
者
を
受
け
入
れ

る
気
持
ち
を
も
ち
、

地
域
の
絆
を
強
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
ご
指
摘

で
し
た
。

■
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
男
女
共
同
参
画

　
社
会
風
土
が
女
性
の
社
会
進
出
を
支
え
る

　

10
月
28
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館

政
治
部
二
等
書
記
官
ダ
ヴ
ィ
ー
ナ
・
マ
コ
ー

ネ
ル
さ
ん
を
お
迎
え
し
、｢

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
男
女
共
同
参
画｣

の
テ
ー
マ
で
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
6
日
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

松
井
寿
一
さ
ん
の
講
演
会
「
笑
い
は
百
薬

の
長
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ジ
ョ
ー
ク

や
駄
洒
落
な
ら
ぬ

「
ザ
・
洒
落
」
を

交
え
た
楽
し
い
お

話
に
、
笑
い
っ
ぱ

　
「
写
真
で
語
る
中
央
区
の
女
性
た
ち—

こ
れ
ま
で
・
い
ま
・
こ
れ
か
ら
」
の
テ
ー

マ
で
開
催
さ
れ
て
き
た
今
年
度
の
水
曜
イ

ブ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
の
最
終
回
が
、
10
月
5

日
に
開
催
さ
れ
ま

　

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
や
介
護
に
よ
り

離
職
し
た
女
性
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

い
ま
す
ぐ
働
き
た
い
人
も
、
じ
っ
く
り

準
備
し
て
か
ら
働
き
た
い
人
も
、
一
緒
に
こ

れ
か
ら
の
仕
事
と
人
生
の
こ
と
を
学
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

全
6
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
自
分

の
望
み
ど
お
り
の
再
就
職
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
知
識
と
自
己
表
現
力
、
自

己
演
出
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

日
時
や
内
容
等
詳
し
く
は
、
１
月
11
日

号
の
区
の
お
し
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区
及
び
女
性
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

　

10
月
5
日
か
ら
11
月
6
日
ま
で
ブ
ー
ケ

21
の
1
階
で
、「
未
来
へ—

女
性
建
築
家
の

パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
の
肖
像
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
あ
ま
り
触
れ
る
機
会

の
な
い
、
女
性
建
築
家
の
黎
明
期
を
築
い

た
方
々
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
日
本
で
本
格
的
に
女
性
建
築
家
が
活

躍
し
は
じ
め
た
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら

と
の
こ
と
。
わ
ず
か
60
年
で
す
が
、
私
た

ち
の
住
ま
い
や
ま
ち
を

豊
か
に
し
て
く
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
講
演
会

笑
い
は
百
薬
の
長

男
女
共
同
参
画
も
笑
い
か
ら

水
曜
イ
ブ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

数
寄
屋
橋
・
銀
座
・
晴
海

〜
仕
事
場
か
ら
見
た
女
性
た
ち

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

ブ
ー
ケ
21
　
輝
き
た
い
女
性
の
た
め
の

ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ

日
米
女
性
建
築
家
の

パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
の
肖
像

●
基
調
講
演

経
営
戦
略
と
し
て
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　  

渥あ
つ

美み

由な
お

喜き

さ
ん

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は
、
仕
事
と
生
活
が
「
相
乗
効
果
の

関
係
」
に
あ
る
こ
と
で
す
。
家
庭
生

活
の
充
実
や
自
己
研
鑽
な
ど
質
の
高

い
生
活
が
質
の
高
い
仕
事
に
つ
な
が

り
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
仕
事
が
生
活

の
余
裕
を
生
み
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

進
め
る
た
め
に
は
、
社
員
が
休
ん
で

も
仕
事
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
「
業

務
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
共
有
化
す
る

こ
と
」、
ラ
イ
フ
を
充
実
さ
せ
ワ
ー

ク
を
圧
縮
で
き
る
よ
う
に
「
た
え
ざ

る
業
務
改
善
を
行
う
こ
と
」、
自
分

の
時
間
だ
け
で
な
く
同
僚
の
時
間

に
も
敬
意
を

払
い
「
お
互

い
様
、
思
い

や
り
の
気
持

ち
を
も
つ
こ

成
功
事
例
に
学
ぶ

経
営
戦
略
と
し
て
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

10
月
18
日
、
区
役
所
8
階
大
会
議
室
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
渥
美
由
喜
さ
ん
の
基
調
講
演
と

中
央
区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
認
定
企
業
に
よ
る
取
り
組
み
事
例
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

㈱
ダ
ン
ク
ソ
フ
ト　

　
　

  

代
表
取
締
役　

星
野
晃
一
郎
さ
ん

　

長
時
間
労
働
と
社
員
の
定
着
が
課
題
で
し
た

が
、
I
T
を
活
用
し
た
社
内
改
革
を
図
り
、
ペ
ー

パ
レ
ス
化
、
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
化
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
取
得
を
目
指
し
た
ク
リ
ー
ン
化
な
ど
を

進
め
る
う
ち
に
業
務
改
善
と
効
率
化
が
行
わ
れ
、

残
業
時
間
が
激
減
し
退
職
者
も
減
り

ま
し
た
。
社
員
の
発
案
に
よ
り
就
業

規
則
を
改
定
し
、
育
児
休
業
の
充
実

や
在
宅
勤
務
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

な
ど
も
整
え
て
い
ま
す
。
地
域
貢
献

に
も
取
り
組
み
、
最
近
で
は
徳
島
県

の
過
疎
集
落
に
お
け
る
I
T
企
業

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
の
実

我う

社ち

は
こ
う
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

と
」
が
大
切
で
す
。

　

日
本
の
労
働
力
人
口
は
減
少
し
て

い
き
ま
す
。
働
き
手
が
企
業
を
選
ぶ

時
代
に
な
り
、
働
き
や
す
い
企
業
に

人
は
集
ま
り
ま
す
。「
働
き
や
す
さ
」

が
「
や
る
気
を
ア
ッ
プ
」
さ
せ
、「
人

材
の
確
保
」
や
「
労
働
の
質
」
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
正
の
連
鎖
を
作

り
上
げ
る
の
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
で
す
。

　

中
小
企
業
の
成
功
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
島
根
県
の
従
業
員
22
名
の

塗
装
店
の
事
例
で
す
。
若
手
従
業
員

が
定
着
せ
ず
人
材
の
確
保
に
悩
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
結
局
到
達
し

た
の
が
従
業
員
一
人
ひ
と
り

に
向
け
た
き
め
細
か
い
取
り

組
み
で
し
た
。
育
児
や
介
護

と
の
両
立
支
援
、
有
給
休
暇

や
振
り
替
え
休
日
の
取
得
推

奨
な
ど
で
す
。
そ
の
結
果
、

従
業
員
の
定
着
率
は
向
上

し
、
ま
た
休
暇
中
の
従
業
員

の
仕
事
を
代
行
す
る
こ
と
で

業
務
の
共
有
化
や
技
能
の
継
承
な
ど

も
進
み
ま
し
た
。従
業
員
の
満
足
度
、

顧
客
の
満
足
度
も
高
ま
り
、
会
社
の

業
績
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
経
営
戦
略
に
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
不
可
欠

で
す
。
効
果
は
す
ぐ
に
出
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
目
先

の
業
績
向
上
に
目
を
奪

わ
れ
ず
に
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て

働
く
側
も
ワ
ー
ク
と
ラ

イ
フ
に
真
摯
に
向
き
合

い
、「
時
間
」
を
上
手
に

使
っ
て
将
来
の
人
生
設

計
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

お 知 ら せ

証
実
験
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

㈱
東
京
コ
ン
サ
ル
ト　

取
締
役
C
F
O　

佐
藤
よ
し
美
さ
ん

　

社
員
の
半
数
が
女
性
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
出
産
退
職
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
育

児
休
暇
の
取
得
希
望
が
あ
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
全
社
員
に

対
応
す
べ
く
残
業
時
間
の
是
正
や
休
職
者
が

出
た
と
き
の
体
制
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な

ど
を
整
備
し
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
資
金
や

人
材
で
取
り
組
む
た
め
、
単
に
制
度
を
作
る

の
で
は
な
く
文
化
と
し
て
根
付
か
せ
る
こ
と

に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
社
員
が
自
分
た
ち

で
考
え
運
用
す
る
よ
う
意
識
改
革
や
自
己
管

理
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

外
交
官
を
取
巻

く
状
況
は
早
く
か

ら
長
期
有
給
休
暇
、

育
児
支
援
、
家
族

の
協
力
と
機
会
均
等
を
求
め
て
改
善
さ
れ

て
お
り
、
大
使
館
の
女
性
比
率
は
約
6
割

の
65
人
と
な
り
ま
し
た
。
ジ
ュ
リ
ア
・
ギ

ラ
ー
ド
首
相
を
は
じ
め
、
活
躍
す
る
公
務

員
の
上
級
管
理
職
の
女
性
比
率
も
約
36
％

に
達
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
労
働
参
加
率
も
約
58
％
と
、

「
オ
ー
ジ
ー
・
ハ
ズ
バ
ン
ド
」
の
存
在
が
顕

著
な
要
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら

は
家
事
を
手
伝
っ
た
り
買
い
物
の
荷
物
を

運
ん
だ
り
、
家
族
と
の
共
有
時
間
を
大
切

に
し
、
ワ
イ
フ
を
褒
め
る
こ
と
も
か
か
し

ま
せ
ん
。
男
性
の
協
力
の
あ
り
方
を
も
問

う
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

席
上
、
友
好
へ
の
ご
配
慮
で
終
始
流
暢

な
日
本
語
で
お
話
さ
れ
た
の
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。 

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ　

村
田
進
益

ゲスト 鈴木恭子さん

講師　松井寿一さん

講師 袖井孝子さん

し
た
。
ゲ
ス
ト
は
長
年
、
東
京
建
築
士
会

の
事
務
局
に
勤
め
、
女
性
建
築
士
た
ち

の
活
動
を
支
え
て
き
た
鈴
木
恭
子
さ
ん
で

す
。「
男
性
の
世
界
」と
思
わ
れ
て
い
た「
建

築
」
の
領
域
に
挑
む
女
性
建
築
士
た
ち
の

歩
み
に
つ
い
て
映
像
を
交
え
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
活
力
あ
ふ
れ
る
女
性
た
ち

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

講演会を企画した事業協力スタッフ、
左から山竹由美子さん、小出恵子さ
ん、田中寛子さん、吉澤麗子さん

講師　ダヴィーナ・
マコーネルさん

（
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
会
議
専
門
委
員
）
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▲
3月11日の大災害の日からすでに8か月が経ちました。

本格的な冬も近づき、被災地のことのほか厳しい状況が
胸に迫ります。

▲

私の所属する小規模な団体も、岩手県
の小さな町を中心に、支援の方向を模索し続けています。
先日は、毎日の生活の中で、少しでもほっとする時間を
持ってもらいたいと、仮設住宅の集会所でカフェを開き、
おしゃべりの花を咲かせてもらいました。

▲

10月15日
にブーケ21で行われた、南三陸を中心に音楽を通して
支援を続ける「心の唄バンド」の演奏とお話は、音楽の
持つ力をあらためて感じさせてくれました。なつかしい
歌の数々が、被災地の方たちの心をどんなにか優しく包
んだか、どんなにか暖かい気持ちを伝えたかなど、十分
にわかりました。1階のグランドピアノが特別によい音
を出したように思えたのも気のせいとばかりは言えませ
ん。バンドメンバーの被災地を思う気持ちをピアノだっ
てわかっているのです。

▲

被災地の支援は、難しい面も
たくさんあります。しかし、今は、それぞれの活動を細々
とでも続けながら、それを共有し、つなげ、広げていく
ことが大切だと思いました。 （松川淳子）

　3月11日の東日
本大震災以来、
私もご他聞にも
れず、何となく落
ち着かない日々
を過ごしていました。そんな時、「心の唄バン
ド」を聴きました。
　木谷さんをはじめ、静かで落ち着いたメン
バーの方々の演奏は、派手なパフォーマンス
が多い昨今、実に新鮮に感じました。ご自身
が「好きな曲」と選曲された唄は、素朴で装飾
が無く、日本語の歌詞が活きているやさしい
唄が中心で、聴いている私も同じくらい「好
き」になりそうでした。いつも聞いていた曲
があらためて心に浸みました。また、同世代で
もある私には一緒に歌いながら「老後」を乗
り切って行こうというメッセージも大いに伝

わりました。
　訪れた被災地の映
像、何十年来提言して
いる耐震の心構えな
ど、盛りだくさんで、
2時間半があっという
間でした。
事業協力スタッフ　橋谷信代

リーダー研修－ステキな出会いと交流
 中央区女性ネットワーク会長　三田富貴子
　4回目となる今年は、3月の大震災の影響もあって近
場・墨田区での研修となりました。向島百花園では 7
代目当主佐原洋子さんから、百花園の歴史やご自身の生
き方についてお話を伺いました。参加者
からも「女性の強さやたおやかさを身に
付けた素敵な人」「今は稀少な“江戸前”
の女性」との声が聞かれ、その自然と人
を引き付ける魅力にすっかりファンにな
りました。
　すみだ女性センターでは、男女共同参画と事業につい
て説明を受けました。その後、女性団体の方々との交流
が行なわれ、地域活動や男女のあり方について意見交換
をしました。同じような生活環境で活動をしている方々
との交流は意味深いものがありました。

向島を訪ねて 田中寿美
　秋晴れの気持ちのよい朝の出発でし
た。佐原洋子さんの歴史のお話、戦争で
の焼夷弾の直撃、向島の被害など、驚き
いっぱいで聞き入りました。庭園の説明
では、大木から雑草花までの説明で感謝
でした。自然を守るため、柵一本にいたるまで自然との
調和を考え一年をかけて草花、庭園全体を育てていると
のこと。この次は萩の花のトンネルを夢見ております。

中央区・墨田区の交流会について 竹下寿子
　午後からすみだ女性センターに移動しました。近くに
来年開業のスカイツリーがあり、迎えて下さった墨田区の
皆さんの表情も活気に満ちていました。
　中央区・墨田区の交流会が始まり、そ
れぞれの歴史、地域特性の違いをふまえ
て、他区の取り組みをお聞きする機会は
大変意味のあることと思いました。
　今年は特別な年です。私たちは3.11以来コミュニティ・
絆の大切さを学びました。まず身近なところから、もろ
もろの課題を一つ一つ考えながら積み上げていきたいと
思っています。

共有する―つなげる―ひろげる…

中央区男女共同参画ニュース
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トークとコンサート

「心の唄 inブーケ２１」に参加して
男女共同参画　
次世代リーダーのための日帰り研修 in墨田

館 長
雑
記

心の唄バンドは、東日本大震災の被
災地を訪問し、演奏を通して被災地
の方々の支援に取り組んでいます。

　 2011年10月19日




